
海域ワーキンググループ No.12

「海域ワーキンググループ」では、知床の海の生き物、
漁業やレクリエーションなどの活動に関して、科学的な
視点から評価と検討を行っています。

知床の海には多種多様な海洋生物が生息しており、渡り鳥の飛来地としても世界的に
重要な地域となっています。また、豊かな自然環境を基盤として地域文化が育まれ、漁業
や観光業などが営まれています。
知床世界自然遺産地域多利用型統合的海域管理計画は、「海洋生態系の保全」
と「人間活動による適正な利用」の両立を目的とした計画です。
令和４年度（２０２２年度）の科学委員会では、5年ごとに行っている海域管理計画の見
直しについて検討しました。

海域管理計画の見直し

「法規制」と地域住民による「自主的管理」を基調とし、
モニタリングに基づく適切な管理を推進することにより
海洋生態系の保全と地域経済活動の両立を図ります。

平成30年(2018年) 第3期 知床世界自然遺産地域多利用型統合的海域管理計画
（計画期間：H30年度～R4年度）

令和5年（2023年）第4期 知床世界自然遺産地域多利用型統合的海域管理計画
（計画期間：R5年度～R９年度）

第4期海域管理計画は、知床データセンター（https://shiretokodata-center.env.go.jp）で
公開しています。

見直しによる主な変更点

・知床周辺海域の現状について、最新のモニタリング結果に

基づき内容を更新しました。
・魚介類の指標種としてブリを追加しました。
（裏面もご覧ください。）
・海洋レクリエーションに関し、安全の徹底に関する記載を
追加しました。

更 新



◆お問い合わせ先◆
北海道環境生活部自然環境局自然環境課
〒060-8588
札幌市中央区北3条西6丁目
電話 011-231-4111（代表）
内線 24-357

＜令和5年（2023年）４月発行＞

最大海氷域面積

スルメイカ、ブリの漁獲量

2021年に受けた第44回世界遺産委員会決議に
対する回答書を昨年12月に遺産委員会に提出しま
した。海域の関係では前2回に引き続き周辺海域で
のトド採捕のあり方に関する厳しめの指摘を受けてい
ましたが、地域漁業の存続のために必要である旨を
記し理解を求めたところです。しかし、周辺海域のトド
に関してはこれまで科学的管理の枠組みが十分でな
かったことも確かです。今後こうした枠組みが整っていく
ことを期待しています。

（海域WG座長：山村織生）

会議の内容をもっと知りたい方はこちら

知床データセンター
https://shiretokodata-center.env.go.jp

京都大学野生動物研究センター 教授

海域WGでは，シャチの生息評価を担当
しています。
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モニタリング結果からわかること

オホーツク海の最大海氷域面積（１年で最も拡大した時期の海氷域面積）は、長期的に見る
と減少しており、10年あたりではオホーツク海の全面積の3.5％の海氷域が消失しています。

スルメイカの漁獲が大きく減少する一方、ブリの漁獲が急速に増加しています。
いずれも海水温の影響を受けやすい種であることから、気候変動の影響が懸念されます。
海域ワーキンググループでは様々な魚種の漁獲量の変動をモニタリングし、分析を行っていま
す。今年度から、モニタリングを行う魚種としてブリを追加しました。

～知床海域の今～

スルメイカ
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これまでのモニタリング結果や、会議での資料なども
ご覧いただくことができます。
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